
(57)【要約】

【課題】従来のレジスト吐出装置１では、脱泡機能がな

かったことに加えて、レジスト３と空気とが直接、接し

ているためレジスト３内に気泡１４が混入する心配があ

った。

【解決手段】本発明のレジスト吐出装置１０１は、先端

に吐出ノズル部２を有する後端開放のレジスト３を収容

するシリンジ４と、シリンジ４内をレジスト収容領域１

０２と空間領域１５とに仕切る仕切板１０３と、仕切板

１０３に設けた貫通孔１０４近傍に取付けられた逆止弁

１０５と、シリンジ４を密閉する蓋部５と、接続孔６と

配管７で並列接続された加圧ポンプ８および減圧ポンプ

１０６と、３方弁１０７，圧力ゲージ１０，タイマ１１

を備え、流通経路を切替えると共に圧力や時間を制御す

る圧力制御部１０８とで構成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 、
先 端 に 吐 出 ノ ズ ル 部 を 有 す る 後 端 開 放 の シ リ ン ジ と 、
前 記 シ リ ン ジ 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 シ リ ン ジ 内 を 先 端 側 の 流 動 体 収 容 領 域 と 後 端 側 の 空 間 領
域 と に 仕 切 る 仕 切 板 と 、
前 記 仕 切 板 に 設 け た 貫 通 孔 の 前 記 空 間 領 域 側 の 開 口 部 近 傍 に 取 付 け ら れ 、 前 記 流 動 体 収 容
領 域 側 か ら 前 記 空 間 領 域 側 に は 流 通 可 能 と し 、 前 記 空 間 領 域 側 か ら 前 記 流 動 体 収 容 領 域 側
に は 流 通 不 可 能 と す る 逆 止 弁 と 、
前 記 シ リ ン ジ 後 端 に 装 着 し て 前 記 シ リ ン ジ を 密 閉 す る 蓋 部 と 、
前 記 蓋 部 に 設 け た 接 続 孔 と 配 管 に よ っ て 並 列 接 続 さ れ た 加 圧 ポ ン プ お よ び 減 圧 ポ ン プ と 、
前 記 配 管 経 路 の 途 中 に 配 置 さ れ 、 流 通 経 路 を 前 記 加 圧 ポ ン プ 側 ま た は 前 記 減 圧 ポ ン プ 側 に
切 替 え る 切 替 弁 を 具 備 す る と と も に 、 加 圧 ま た は 減 圧 の 圧 力 や 時 間 を 制 御 す る 圧 力 制 御 部
と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 流 動 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 仕 切 板 の 流 動 体 収 容 領 域 側 の 面 は 、 前 記 貫 通 孔 の 位 置 を 頂 点 と す る 凸 状 面 と な っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 流 動 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 貫 通 孔 の 流 動 体 収 容 領 域 側 の 開 口 部 近 傍 に 、 気 泡 は 容 易 に 通 過 さ せ 、 前 記 流 動 体 は 通
過 さ せ に く い フ ィ ル タ を 、 さ ら に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ま た は 、 請 求 項 ２
に 記 載 の 流 動 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ リ ン ジ の 外 部 に 、 前 記 流 動 体 に 混 入 し た 気 泡 を 検 出 す る 気 泡 検 出 セ ン サ を 、 さ ら に
配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 乃 至 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 流 動 体 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 圧 力 制 御 部 は 、 前 記 気 泡 検 出 セ ン サ の 信 号 に 基 づ い て 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 流 動 体 吐 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 半 導 体 基 板 上 に レ ジ ス ト 膜 を 形 成 す る 際 に 流 動 体 と し て の レ ジ ス ト を
一 定 量 吐 出 さ せ る 場 合 に 利 用 さ れ る 流 動 体 吐 出 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 流 動 体 吐 出 装 置 の 一 例 と し て 、 レ ジ ス ト 吐 出 装 置 の 要 部 断 面 図 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 に 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ を 有 す る 後 端 開
放 の レ ジ ス ト ３ を 収 容 す る シ リ ン ジ ４ と 、 そ の シ リ ン ジ ４ 後 端 に 装 着 し て シ リ ン ジ ４ を 密
閉 す る 蓋 部 ５ と 、 そ の 蓋 部 ５ に 設 け た 接 続 孔 ６ と 配 管 ７ に よ っ て 接 続 さ れ た 加 圧 ポ ン プ ８
と 、 配 管 ７ 経 路 の 途 中 に 配 置 さ れ 、 ２ 方 弁 ９ ， 圧 力 ゲ ー ジ １ ０ ， タ イ マ １ １ を 備 え 、 加 圧
の 圧 力 や 時 間 を 制 御 す る 圧 力 制 御 部 １ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 １ の 使 用 方 法 は 、 先 ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 先 端 側 を 下 向 け
て 、 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ を キ ャ ッ プ １ ３ で 閉 じ 、 後 端 開 放 状 態 の シ リ ン ジ ４ 内 に レ ジ ス ト ３ を
収 容 さ せ る 。 こ こ で 、 こ の 作 業 は 通 常 、 大 気 開 放 状 態 で 行 う た め 慎 重 に 作 業 し て も 、 レ ジ
ス ト ３ 内 に 若 干 の 気 泡 １ ４ が 混 入 す る こ と は 避 け ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ リ ン ジ ４ 後 端 に 蓋 部 ５ を 装 着 し て 密 閉 し 、 配 管 ７ に よ
っ て 、 蓋 部 ５ に 設 け た 接 続 孔 ６ と 圧 力 制 御 部 １ ２ と 加 圧 ポ ン プ ８ と を こ の 順 に 接 続 す る 。
こ の 状 態 で レ ジ ス ト ３ は 、 シ リ ン ジ ４ の 先 端 側 に 溜 り 、 シ リ ン ジ ４ の 後 端 側 は 空 間 領 域 １
５ と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ の キ ャ ッ プ を 取 外 し て 加 圧 ポ ン プ ８ を 作
動 さ せ 、 圧 力 制 御 部 １ ２ で 制 御 し な が ら 空 間 領 域 １ ５ に 所 定 圧 力 を 加 え て レ ジ ス ト ３ 表 面
を 加 圧 し 、 所 定 時 間 経 過 後 、 加 圧 を 停 止 す る こ と で 、 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ か ら 一 定 量 の レ ジ ス
ト ３ を 吐 出 さ せ る 。 順 次 、 こ の よ う な レ ジ ス ト ３ の 吐 出 動 作 を 繰 り 返 し て い く （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ７ ５ ７ 号 公 報 　 （ 第 ２ 頁 、 ０ ０ ０ ２ ～ ０ ０ ０ ６ 段 落 ， 図 ５ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 通 常 、 レ ジ ス ト ３ を シ リ ン ジ ４ 内 に 収 容 さ せ る 作 業 は 大
気 開 放 状 態 で 行 う た め 慎 重 に 作 業 し て も 、 レ ジ ス ト ３ 内 に 若 干 の 気 泡 １ ４ が 混 入 す る こ と
は 避 け ら れ な か っ た 。 特 に 、 レ ジ ス ト ３ が 高 粘 度 で あ る 場 合 、 何 ら か の 方 法 で 強 制 的 に 脱
泡 し な い 限 り 気 泡 １ ４ は 浮 力 だ け で は 抜 け 切 れ ず 、 レ ジ ス ト ３ 内 に 滞 留 し た 。 従 来 の レ ジ
ス ト 吐 出 装 置 １ で は 、 強 制 的 な 脱 泡 機 能 が な か っ た こ と に 加 え て 、 シ リ ン ジ ４ 内 で レ ジ ス
ト ３ と 空 気 と が 直 接 、 接 し て い る た め 吐 出 作 業 中 に お い て も 、 レ ジ ス ト ３ 内 に 気 泡 １ ４ が
混 入 し て い く こ と が あ っ た 。 そ し て 、 レ ジ ス ト ３ 内 の 気 泡 １ ４ が 増 加 増 大 す る と 、 吐 出 さ
れ る レ ジ ス ト ３ に も 気 泡 １ ４ が 含 ま れ 、 そ の 結 果 、 ム ラ の な い レ ジ ス ト 膜 が 得 ら れ な い と
言 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 シ リ ン ジ 内 の 流 動 体 に 気 泡 が 混 入 す る こ と を 極 力 防 止 し 、 万 一 、 流 動 体
内 に 気 泡 が 混 入 し て も 、 そ れ を 強 制 的 に 脱 泡 す る 機 能 を 備 え た 流 動 体 吐 出 装 置 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 流 動 体 吐 出 装 置 は 、
少 な く と も 、
先 端 に 吐 出 ノ ズ ル 部 を 有 す る 後 端 開 放 の シ リ ン ジ と 、
シ リ ン ジ 内 に 配 置 さ れ 、 シ リ ン ジ 内 を 先 端 側 の 流 動 体 収 容 領 域 と 後 端 側 の 空 間 領 域 と に 仕
切 る 仕 切 板 と 、
仕 切 板 に 設 け た 貫 通 孔 の 空 間 領 域 側 の 開 口 部 近 傍 に 取 付 け ら れ 、 流 動 体 収 容 領 域 側 か ら 空
間 領 域 側 に は 流 通 可 能 と し 、 空 間 領 域 側 か ら 流 動 体 収 容 領 域 側 に は 流 通 不 可 能 と す る 逆 止
弁 と 、
シ リ ン ジ 後 端 に 装 着 し て シ リ ン ジ を 密 閉 す る 蓋 部 と 、
蓋 部 に 設 け た 接 続 孔 と 配 管 に よ っ て 並 列 接 続 さ れ た 加 圧 ポ ン プ お よ び 減 圧 ポ ン プ と 、
配 管 経 路 の 途 中 に 配 置 さ れ 、 流 通 経 路 を 加 圧 ポ ン プ 側 ま た は 減 圧 ポ ン プ 側 に 切 替 え る 切 替
弁 を 具 備 す る と と も に 、 加 圧 ま た は 減 圧 の 圧 力 や 時 間 を 制 御 す る 圧 力 制 御 部 と を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 流 動 体 吐 出 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 流 動 体 吐 出 装 置 の 一 例 と し て 、 レ ジ ス ト 吐 出 装 置 の 要 部 断 面 図 を 図 １ に 示 す 。 尚
、 図 ３ と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 １ ０ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 先 端 に 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ を 有 す る
後 端 開 放 の レ ジ ス ト ３ を 収 容 す る シ リ ン ジ ４ と 、 シ リ ン ジ ４ 内 に 配 置 さ れ 、 シ リ ン ジ ４ 内
を 先 端 側 の レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ （ 図 中 の 破 線 部 ） と 後 端 側 の 空 間 領 域 １ ５ と に 仕 切 る
本 発 明 の 特 徴 で あ る 仕 切 板 １ ０ ３ と 、 そ の 仕 切 板 １ ０ ３ の 中 央 に 設 け た 貫 通 孔 １ ０ ４ の 空
間 領 域 １ ５ 側 の 開 口 部 近 傍 に 取 付 け ら れ 、 レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ 側 か ら 空 間 領 域 １ ５ 側
に は 流 通 可 能 と し 、 空 間 領 域 １ ５ 側 か ら レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ 側 に は 流 通 不 可 能 な 本 発

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-330101 A 2004.11.25



明 の 特 徴 で あ る 逆 止 弁 １ ０ ５ と 、 そ の シ リ ン ジ ４ 後 端 に 装 着 し て シ リ ン ジ ４ を 密 閉 す る 蓋
部 ５ と 、 蓋 部 ５ に 設 け た 接 続 孔 ６ と 配 管 ７ に よ っ て 並 列 接 続 さ れ た 加 圧 ポ ン プ ８ お よ び 減
圧 ポ ン プ １ ０ ６ と 、 配 管 ７ 経 路 の 途 中 に 配 置 さ れ 、 ３ 方 弁 １ ０ ７ ， 圧 力 ゲ ー ジ １ ０ ， タ イ
マ １ １ を 備 え 、 流 通 経 路 を 加 圧 ポ ン プ ８ 側 ま た は 減 圧 ポ ン プ １ ０ ６ 側 に 切 替 え る と 共 に 圧
力 や 時 間 を 制 御 す る 本 発 明 の 特 徴 で あ る 圧 力 制 御 部 １ ０ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、
仕 切 板 １ ０ ３ の 外 径 は 、 シ リ ン ジ ４ の 内 径 よ り も 若 干 小 さ 目 と し 、 仕 切 板 １ ０ ３ は シ リ ン
ジ ４ 内 を ス ム ー ズ に 摺 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 貫 通 孔 １ ０ ４ の レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ 側 の 開 口 部 近 傍 に は 、 気 泡 １ ４ は 容 易 に 通
過 さ せ 、 レ ジ ス ト ３ は 通 過 さ せ に く い メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ０ ９ が 取 付 け ら れ て お り 、 脱 泡
の 際 に レ ジ ス ト ３ が 空 間 領 域 １ ５ に 逆 流 し に く く し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 仕 切 板 １ ０ ３ の レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ 側 の 面 は 、 貫 通 孔 １ ０ ４ の 位 置 を 頂 点 と す
る 凸 状 面 １ ０ ３ ａ と な っ て お り 、 脱 泡 時 に 浮 上 し て 来 た 気 泡 １ ４ が 、 凸 状 面 １ ０ ３ ａ に 沿
っ て 貫 通 孔 １ ０ ４ に 集 ま り 脱 泡 し や す い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 シ リ ン ジ ４ の 外 部 に は 、 超 音 波 信 号 を 利 用 し て 気 泡 １ ４ を 検 出 す る 気 泡 検 出 セ ン サ
１ １ ０ が 配 備 さ れ て お り 、 圧 力 制 御 部 １ ０ ８ と 接 続 さ れ 、 気 泡 検 出 セ ン サ １ １ ０ の 信 号 に
基 づ い て 、 脱 泡 状 態 を 定 量 的 に 把 握 し な が ら 圧 力 や 時 間 が 制 御 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 １ ０ １ の 使 用 方 法 は 、 先 ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 先 端 を 下 向
け て 、 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ を キ ャ ッ プ １ ３ で 閉 じ 、 後 端 開 放 状 態 の シ リ ン ジ ４ 内 に レ ジ ス ト ３
を 収 容 さ せ る 。 こ こ で 、 こ の 作 業 は 通 常 、 大 気 開 放 状 態 で 行 う た め 慎 重 に 作 業 し て も 、 レ
ジ ス ト ３ 内 に 若 干 の 気 泡 １ ４ が 混 入 す る こ と は 避 け ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ リ ン ジ ４ 内 に 仕 切 板 １ ０ ３ を レ ジ ス ト ３ 表 面 と 接 す る
と こ ろ ま で 挿 嵌 し た 後 、 シ リ ン ジ ４ 後 端 に 蓋 部 ５ を 装 着 し て 密 閉 し 、 配 管 ７ に よ っ て 、 蓋
部 ５ に 設 け た 接 続 孔 ６ と 圧 力 制 御 部 １ ０ ８ と 加 圧 ポ ン プ ８ お よ び 減 圧 ポ ン プ １ ０ ６ と を 接
続 す る 。 尚 、 こ の 状 態 で レ ジ ス ト ３ は 、 シ リ ン ジ ４ の 先 端 側 に 溜 り 、 仕 切 板 １ ０ ３ を 介 し
て シ リ ン ジ ４ の 後 端 側 は 空 間 領 域 １ ５ と な っ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ジ ４ の 外 部 に は 、 圧 力
制 御 部 １ ０ ８ と 接 続 さ れ た 気 泡 検 出 セ ン サ １ １ ０ が 配 備 さ れ 、 気 泡 検 出 セ ン サ １ １ ０ の 信
号 に 基 づ い て 圧 力 や 時 間 が 制 御 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 先 ず 、 流 通 経 路 を 減 圧 ポ ン プ １ ０ ６ 側 に し て 、 減 圧 ポ ン プ １ ０ ６ を 作 動 さ せ 、 空
間 領 域 １ ５ を 減 圧 さ せ る と 共 に 、 貫 通 孔 １ ０ ４ を 通 し て レ ジ ス ト ３ 内 に 混 入 し た 気 泡 １ ４
の 強 制 脱 泡 を 行 う 。 こ の と き 、 圧 力 制 御 部 １ ０ ８ で 減 圧 の 圧 力 や 時 間 を 制 御 す る 。 減 圧 の
圧 力 レ ベ ル は メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ０ ９ を 通 し て レ ジ ス ト ３ が 空 間 領 域 １ ５ に 逆 流 し な い 程
度 と し 、 減 圧 時 間 は 気 泡 検 出 セ ン サ １ １ ０ で 検 出 す る 気 泡 １ ４ が 予 め 設 定 し た 基 準 値 以 下
に な る ま で 脱 泡 す る よ う に す る 。 尚 、 こ の 脱 泡 で レ ジ ス ト ３ 表 面 に 浮 上 し て き た 気 泡 １ ４
は 仕 切 板 １ ０ ３ の 凸 状 面 １ ０ ３ ａ に 沿 っ て 貫 通 孔 １ ０ ４ に 集 ま り 脱 泡 が 効 率 よ く 行 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 強 制 脱 泡 が 完 了 し た ら 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 流 通 経 路 を 加 圧 ポ ン プ ８ 側 に 切
替 え て 、 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ の キ ャ ッ プ を 取 外 し て 加 圧 ポ ン プ ８ を 作 動 さ せ 、 圧 力 制 御 部 １ ２
で 制 御 し な が ら 空 間 領 域 １ ５ に 所 定 圧 力 を 加 え て 仕 切 板 １ ０ ３ を 介 し て レ ジ ス ト ３ を 加 圧
し 、 所 定 時 間 経 過 後 、 加 圧 を 停 止 す る こ と で 、 吐 出 ノ ズ ル 部 ２ か ら 一 定 量 の レ ジ ス ト ３ を
吐 出 さ せ る 。 こ の よ う に 、 レ ジ ス ト ３ 収 容 領 域 １ ０ ２ は 、 仕 切 板 １ ０ ３ と そ れ に 取 付 け ら
れ た 逆 止 弁 １ ０ ５ に よ っ て 空 間 領 域 １ ５ と 隔 離 さ れ て い る た め 、 レ ジ ス ト ３ 内 に 気 泡 １ ４
が 混 入 す る 心 配 は な い 。 順 次 、 こ の よ う に し て 気 泡 １ ４ が 混 入 す る 心 配 の な い レ ジ ス ト ３
の 吐 出 動 作 を 繰 り 返 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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尚 、 上 記 で は 、 シ リ ン ジ ４ の 外 部 に 気 泡 検 出 セ ン サ １ １ ０ を 配 備 す る 構 成 で 説 明 し た が 、
構 成 を 簡 単 に す る た め 、 気 泡 検 出 セ ン サ １ １ ０ を 配 備 せ ず 、 予 め 、 設 定 し た 減 圧 の 圧 力 と
時 間 だ け 脱 泡 し た 後 、 自 動 的 に 加 圧 ポ ン プ ８ に 切 替 え る 構 成 と し て も よ い こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 １ ０ １ に よ れ ば 、 シ リ ン ジ ４ 内 に 逆 止 弁 １ ０ ５ を 取 付 け た 仕 切
板 １ ０ ３ が 挿 嵌 さ れ て い る た め 、 レ ジ ス ト ３ と 空 間 領 域 １ ５ と が 、 直 接 、 接 す る こ と が な
く レ ジ ス ト ３ 内 に 気 泡 １ ４ が 混 入 す る 心 配 が な い 。 ま た 、 万 一 、 気 泡 １ ４ が 混 入 し て も 、
減 圧 ポ ン プ １ ０ ６ に 切 替 え て 逆 止 弁 １ ０ ５ を 通 し て 強 制 的 に 脱 泡 で き る た め 、 気 泡 １ ４ の
混 入 の な い レ ジ ス ト ３ を 吐 出 で き 、 結 果 的 に ム ラ の な い レ ジ ス ト 膜 が 得 ら れ る 。 ま た 、 貫
通 孔 １ ０ ４ の レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ 側 の 開 口 部 近 傍 に 、 気 泡 １ ４ は 容 易 に 通 過 さ せ 、 レ
ジ ス ト ３ は 通 過 さ せ に く い メ ッ シ ュ フ ィ ル タ １ ０ ９ を 配 置 す る と 脱 泡 時 に レ ジ ス ト ３ の 逆
流 を 防 止 で き る 。 ま た 、 仕 切 板 １ ０ ３ の レ ジ ス ト 収 容 領 域 １ ０ ２ 側 の 面 を 貫 通 孔 １ ０ ４ の
位 置 を 頂 点 と す る 凸 状 面 １ ０ ３ ａ と し て お く と 、 脱 泡 時 に 浮 上 し て 来 た 気 泡 １ ４ が 、 凸 状
面 １ ０ ３ ａ に 沿 っ て 貫 通 孔 １ ０ ４ に 集 ま り 脱 泡 し や す い 。 ま た 、 シ リ ン ジ ４ の 外 部 に 気 泡
検 出 セ ン サ １ １ ０ を 配 備 す る と 、 気 泡 １ ４ の 脱 泡 状 態 を 定 量 的 に 把 握 し な が ら 脱 泡 で き て
好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 流 動 体 吐 出 装 置 の 一 例 と し て の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 の 要 部 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 の 使 用 方 法 の 説 明 図
【 図 ３ 】 従 来 の 流 動 体 吐 出 装 置 の 一 例 と し て の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 の 要 部 断 面 図
【 図 ４ 】 従 来 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置 の 使 用 方 法 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 従 来 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置
２ 　 吐 出 ノ ズ ル 部
３ 　 レ ジ ス ト
４ 　 シ リ ン ジ
５ 　 蓋 部
６ 　 接 続 孔
７ 　 配 管
８ 　 加 圧 ポ ン プ
９ 　 ２ 方 弁
１ ０ 　 圧 力 ゲ ー ジ
１ １ 　 タ イ マ
１ ２ 　 従 来 の 圧 力 制 御 部
１ ３ 　 キ ャ ッ プ
１ ４ 　 気 泡
１ ５ 　 空 間 領 域
１ ０ １ 　 本 発 明 の レ ジ ス ト 吐 出 装 置
１ ０ ２ 　 レ ジ ス ト 収 容 領 域
１ ０ ３ 　 仕 切 板
１ ０ ３ ａ 　 凸 状 面
１ ０ ４ 　 貫 通 孔
１ ０ ５ 　 逆 止 弁
１ ０ ６ 　 減 圧 ポ ン プ
１ ０ ７ 　 ３ 方 弁
１ ０ ８ 　 圧 力 制 御 部
１ ０ ９ 　 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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